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福島県農業総合センター 果樹研究所 病害虫科  

１ 部門名 

果樹―モモ―病害虫防除 
２ 担当者名 

   七海隆之、藤田剛輝、菅野孝盛 
３ 要旨 

モモの「毛じヤケ」の原因は、これまで不明とされてきた。一方、長野県では「毛じヤケ」
の類似症状である「毛じ障害」が、リンゴうどんこ病菌によって引き起こされる病害（モモう
どんこ病）であることが報告されている。そのため「毛じヤケ」の原因も同様であることが考
えられたことから、菌の接種による症状の再現試験、発症部位からのDNAの検出を行ったとこ
ろ、「毛じヤケ」はリンゴうどんこ病菌による病害であることが明らかになった。 
                                                                                                                           

（１） リンゴうどんこ病菌を落花 10 日後、20 日後及び 30 日後の幼果（品種「あかつき」）に接
種したところ、落花 10日後及び 20日後の果実で症状が再現された（図１）。 

（２） 本症状が自然発生した果実及びリンゴうどんこ病菌を接種して症状が再現された果実の発
症部位からDNAを抽出して解析したところ、調査した全ての果実からリンゴうどんこ病菌
のDNAが検出された（表１）。 
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図１ リンゴうどんこ病菌接種による「毛じヤケ」の再現試験（Ａ：落花 10日後接種
果実、Ｂ：同 20日後接種果実、Ｃ：同 30日後接種果実、Ｄ：無接種果実） 

表１ 「毛じヤケ」発症果実からのリンゴうどんこ病菌のＤＮＡの検出状況 

A B C D 

調査果実数 品種
リンゴうどんこ病菌のＤＮＡが

検出された果実数

８（自然発生果実４、接種果実４） 「あかつき」、「黄貴妃」 ８


